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オートデスク 技術営業本部
日下部達哉

AutoCAD/LT から Civil 3D へ

~ なぜ Civil 3D はあなたの作業を
「10 分の 1」にしてくれるのか ~



AutoCAD/LT と
Civil 3Dの概要



AutoCAD LT vs AutoCAD vs AutoCAD PLUS

4

Trusted DWG テクノロジ

2D作図および編集ツール

AutoCAD Web/モバイルアプリ

3Dモデリングとビジュアライゼーション

アドオンの使用、APIでのカスタマイズ

Express tools

Autodesk CALS Tools

価格 ￥231,000 / 年￥71,500 / 年（販売終了）

業種別ツールセット

データ書き出し、CAD標準仕様



 建築設計、機械設計、地図情報などの業種に特化した 7 つの業種別ツールセット

AutoCAD PLUS（AutoCAD including specialized toolsets）

MECHANICAL
ツールセット
（機械設計）

ARCHITECTURE
ツールセット
（建築設計）

ELECTRICAL
ツールセット

（電気制御設計）

MEP 
ツールセット
（設備設計）

PLANT 3D
ツールセット

（プラント設計）

MAP 3D
ツールセット
（地図情報）

RASTER DESIGN
ツールセット

（ラスター画像処理）



土木技術者のための BIM/CIMソリューション

❖ AutoCADをベースに、土木向けの
機能を追加した BIM/CIM ツール

❖ 3D 地形モデル作成

• 国土地理院メッシュ標高データの活用

• 測量データ、等高線、スキャナー点群

❖ 3D 線形、土工モデル作成

• 平面図、縦断図ベースで 3D 線形モデルを作成

• 標準断面と合わせて 3D 土工モデルの作成

• 線形に沿った 3D 構造物モデルにも対応

• 敷地造成

❖ 図面作成、数量算出（土量算出）

Civil 3D



Civil 3D = AutoCAD＋Map 3D＋土木機能

Civil 3D は AutoCADの発展型

【BIM/CIMソリューション】
BIM/CIMデータ（地形、線形、土工）の
作成、編集が可能

【CAD・GISプラットフォーム】
CADデータと GISデータの重ね合わせや
作成、編集が可能

【2D/3D両方に対応した汎用 CAD】
アドオンアプリケーションの利用や、
APIを使用したカスタマイズが可能

【業界標準の 2D汎用 CAD】
建設コンサルタント、建設会社を始め、
多くの建設業界の方々が使用中新規販売終了



Civil 3D が作業の効率化
に繋がる理由



【情報の連動性】Civil 3D：3D モデルを作成→ 2D 図面・数量に動的に反映

Civil 3D (BIM/CIM) と AutoCAD (CAD) の考え方の違い

集計表

横断図

地形（サーフェス）

平面線形・縦断線形

標準断面

目視確認→ 計算→ 転記



【情報の連動性】Civil 3D：3D モデルを作成→ 2D 図面・数量に動的に反映

Civil 3D (BIM/CIM) と AutoCAD (CAD) の考え方の違い

集計表

横断図

地形（サーフェス）

平面線形・縦断線形

標準断面

コリドーサーフェス
（サーフェス）

コリドー（スケルトン）



【情報の連動性】AutoCAD：「目視確認、計算、転記」で全ての 2D 図面・数量を作成

Civil 3D (BIM/CIM) と AutoCAD (CAD) の考え方の違い

集計表

横断図

平面線形・縦断線形

目視確認→ 計算→ 転記

地形（2D等高線）

標準断面



【情報の連動性】AutoCAD：「目視確認、計算、転記」で全ての 2D 図面・数量を作成

Civil 3D (BIM/CIM) と AutoCAD (CAD) の考え方の違い

集計表

横断図

平面線形・縦断線形

地形（2D等高線）

標準断面



【情報の連動性】Civil 3D：このような操作感

Civil 3D (BIM/CIM) と AutoCAD (CAD) の考え方の違い

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=7QQQxoQAV04&list=PL2xvzB7bfdBhP28zTpaJyeV8wLOmBC8IH&index=3


【情報の利活用】Civil 3D：“実務” の文脈で各要素を認識→ 情報の利活用が可能に

Civil 3D (BIM/CIM) と AutoCAD (CAD) の考え方の違い

地形 線形 土工

“地表面” を三角形の
集合体 (TIN) で表現

“道路中心線” や “構造物
中心線” を表現

“盛土や切土” を三角形の
集合体で表現



【情報の利活用】Civil 3D：“実務” の文脈で各要素を認識→ 情報の利活用が可能に

Civil 3D (BIM/CIM) と AutoCAD (CAD) の考え方の違い

これは “地形” だ！

ということは、
“等高線” が引けるな…

“標高” で色分けだ！

これは “縦断” だ！

ということは、
“勾配” “測点” “距離” が

分かるな…

“旗揚げ”しよう！



【情報の利活用】AutoCAD：“図形” の文脈で各要素を認識 → 情報の利活用が限定的

Civil 3D (BIM/CIM) と AutoCAD (CAD) の考え方の違い

これは “3D 面” だ！

“画層” “座標” は
分かるけど…

“等高線” が引けない…
色分けは出来ないな…

これは “線分” だ！

“画層” “座標” は
分かるけど…

“勾配” “測点” が分からない…
旗揚げは出来ないな…



レポート結果



10種類の土木設計業務で、AutoCADと Civil 3Dの作業時間を比較（レポートはこちら）

 AutoCAD と Civil 3D で同じ作業を行う場合
の「時間」「作業効率」「正確性」を比較

 検証結果

o Civil 3D の使用により 95% 速く作業完了。
（検証した作業では、43 時間 40 分の時短）

• 正確性・精度の向上により、
エラーや手戻りが削減。

o AutoCAD の方が簡単・高速な作業は存在する。

• Civil 3D の動的な情報更新の効果により、
ワークフロー全体でのメリットが大きい。

o AutoCAD では不可能な作業が存在する。

• Civil 3D の機能でしか成立しないワークフ
ローにより、大きな効果を得ることが可能。

Civil 3Dと AutoCADのメリット比較

706.3

29.25

図面作成

507.5

7.4

測量・サーフェスの作成と解析

240.8

5.25

平面線形と縦断

71.5

11

グレーディング設計

239.5

7.75

コリドーモデリング

20

10.08

数量算出・集計表の作成

614.9

20.25

設計レビューと連携

2764

143

AutoCAD vs Civil3D

94.8%
削減

114

29.5

区画設計

https://bim-design.com/infra/assets/file/ACAD-vs-Civil3D-StudyHighlights.pdf


Civil 3D でよく使用するワークフローに着目

Civil 3Dと AutoCADのメリット比較

706.3

29.25

図面作成

507.5

7.4

測量・サーフェスの作成と解析

240.8

5.25

平面線形と縦断

71.5

11

グレーディング設計

239.5

7.75

コリドーモデリング

20

10.08

数量算出・集計表の作成

614.9

20.25

設計レビューと連携

2764

143

AutoCAD vs Civil3D

94.8%
削減

114

29.5

区画設計

地形
（TIN）

平面線形・縦断線形

コリドー

集計表 横断図



測量データの取り込み→ 地形（TINサーフェス）と等高線の作成

 AutoCAD：495 min.

o 測量データを CSVに整理

o CSVを POINTコマンド用
にフォーマット

o AutoCADのコマンドライ
ンに、編集した CSVの値
を貼り付けて点を作成
（データの取込が完了）

o 各点を結んで、TINを構成
する線分を作成

o TIN線分から特定の標高を
持つ点を計算し、その間を
つないで等高線を作成
（等高線の作成が完了）

地形（TINサーフェス）

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=ozxPhsMUvd4&list=PL2xvzB7bfdBiLgmMoe-_UK0RzDso9mFlx


測量データの取り込み→ 地形（TINサーフェス）と等高線の作成

 Civil 3D：5.5 min.
（AutoCAD 比：98.9% 減）

o 測量データを作成し、
Civil 3D に点として読込

o 各点から TINを作成

o TINのスタイルを
等高線に変更

 備考

o XYZ 座標、2D 等高線、
点群、拡張 DM、SIMA、
など様々なファイル形式
から点を読込可能

地形（TINサーフェス）

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=ozxPhsMUvd4&list=PL2xvzB7bfdBiLgmMoe-_UK0RzDso9mFlx


標高や勾配のラベル作成

 AutoCAD：1 min.

o 標高ラベル

• TIN線分や等高線の間を結ぶ
補助線を作成

• 補助線の上に点を作成

• 補助線を削除

• 点の Z座標を表示する
フィールドを作成

o 勾配ラベル

• TIN線分や等高線の間を結ぶ
補助線を作成

• 補助線の ⊿z と長さから
勾配を計算

• 矢印とテキストを作成し、
勾配を記載

地形（TINサーフェス）

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=ozxPhsMUvd4&list=PL2xvzB7bfdBiLgmMoe-_UK0RzDso9mFlx


標高や勾配のラベル作成

 Civil 3D：0.083 min.
（AutoCAD 比：91.7% 減）

o 標高ラベル

• ラベルを追加機能を選択

• サーフェス > 端点標高に
設定し、任意の点をクリック

o 勾配ラベル

• ラベルを追加機能を選択

• サーフェス > 勾配に設定し、
任意の 2点をクリック
（矢印も自動生成）

 備考

o TINサーフェスに応じて
ラベルは動的に変更

地形（TINサーフェス）

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=ozxPhsMUvd4&list=PL2xvzB7bfdBiLgmMoe-_UK0RzDso9mFlx


簡易的な断面作成

 AutoCAD：10 min.

o 切断線を作成

o 断面ビューの枠を作成（幅
や高さ、鉛直異尺を考慮）

o 切断線と、TIN線分や等高
線の交点に、点を作成

o 各点の間の距離と標高差を
転記して、断面を作成

地形（TINサーフェス）

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=ozxPhsMUvd4&list=PL2xvzB7bfdBiLgmMoe-_UK0RzDso9mFlx


簡易的な断面作成

 Civil 3D：0.333 min.
（AutoCAD 比：96.7% 減）

o 切断線を作成

o クイック縦断機能で
切断線を選択

o 断面を自動で作成

 備考

o TINサーフェスに応じて
断面は動的に変更

o 距離や標高の転記ミスを
防ぐことが可能

地形（TINサーフェス）

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=ozxPhsMUvd4&list=PL2xvzB7bfdBiLgmMoe-_UK0RzDso9mFlx


平面線形のレイアウト→ 旗揚げの作成

 AutoCAD：20.5 min.

o 始点、変曲点 (PI)、終点
を直線で接続

o PI の地点で、曲線半径に
合わせて円を作成

o 余りを切り取り、結合
（線形が完成）

o 作成した線形に沿って、
ARRAYコマンドで
等間隔で垂線を作図

o テキストを作成、測点を
記入し、回転

o 上記を各測点で繰り返し
（旗揚げが完成）

平面線形と縦断線形

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=sOqGQuJyNj0&list=PL2xvzB7bfdBgmuUcfzmzAReoSgCgDUzrJ


平面線形のレイアウト→ 旗揚げの作成

 Civil 3D：1.5 min.
（AutoCAD 比：92.7% 減）

o 始点、変曲点 (PI)、終点
を指定

o 曲線や緩和曲線を自動で
配置（後から追加も可能）

o 旗揚げは自動

 備考

o AutoCAD では緩和曲線の
計算ができない

平面線形と縦断線形

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=sOqGQuJyNj0&list=PL2xvzB7bfdBgmuUcfzmzAReoSgCgDUzrJ


現況地形の縦断ビューの作成

 AutoCAD：195 min.

o 平面線形と、TIN線分や
等高線の交点に、点を作成

o 縦断ビューの枠を作成（幅
や高さ、鉛直異尺を考慮）

o 各点の間の距離と標高差を
転記して、縦断を作成

平面線形と縦断線形

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=sOqGQuJyNj0&list=PL2xvzB7bfdBgmuUcfzmzAReoSgCgDUzrJ


現況地形の縦断ビューの作成

 Civil 3D：0.25 min.
（AutoCAD 比：99.9% 減）

o サーフェスから縦断を作成
機能で平面線形と現況地形
を選択

o 縦断を自動で作成

 備考

o TINサーフェスに応じて
縦断は動的に変更

o 距離や標高の転記ミスを
防ぐことが可能

平面線形と縦断線形

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=sOqGQuJyNj0&list=PL2xvzB7bfdBgmuUcfzmzAReoSgCgDUzrJ


縦断計画の作成

 AutoCAD：未計測

o 始点、勾配変化点 (PVI)、
終点を直線で接続

o PVI の地点で、曲線半径に
合わせて円を作成

o 余りを切り取り、結合

平面線形と縦断線形

動画なし



縦断計画の作成

 Civil 3D：未計測

o 始点、勾配変化点 (PVI)、
終点を指定

o 曲線や緩和曲線を自動で
配置（後から追加も可能）

o 旗揚げは自動

平面線形と縦断線形

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=sOqGQuJyNj0&list=PL2xvzB7bfdBgmuUcfzmzAReoSgCgDUzrJ


標準横断の作成

 AutoCAD：20 min.

o 幅や高さに応じて
線分をオフセットや
トリムしながら作成

コリドー

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=wkYPkbWUjXw&list=PL2xvzB7bfdBg1VEtm41B1kUXcJOYvDXCJ


標準横断の作成

 Civil 3D：3 min.
（AutoCAD 比：85% 減）

o アセンブリを作成機能で
各種パーツ（車道、縁石、
法面…）を組み合わせ作成

 備考

o Subassembly Composer 
でパーツを作成可能

o パーツはパラメトリックに
調整可能

コリドー

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=wkYPkbWUjXw&list=PL2xvzB7bfdBg1VEtm41B1kUXcJOYvDXCJ


横断の作成

 AutoCAD：215 min.

o 切断線を作成

o 横断ビューの枠を作成

o 切断線と、TIN線分や等高
線の交点に、点を作成

o 各点の間の距離と標高差を
転記して、横断を作成
（現況横断が完成）

o 現況横断の上に、計画高で
標準横断を配置

o 法面を描画

o 上記を各断面で繰り返し
（横断が完成）

コリドー

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=wkYPkbWUjXw&list=PL2xvzB7bfdBg1VEtm41B1kUXcJOYvDXCJ


横断の作成

 Civil 3D：3 min.
（AutoCAD 比：98.6% 減）

o コリドー機能で
平面線形、縦断線形、
標準横断を選択

o コリドーを作成

o 横断抽出ライン機能で
切断線を作成

o 横断を自動で作成

 備考

o TINサーフェス、線形、
標準横断に応じて
横断は動的に変更

コリドー

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=wkYPkbWUjXw&list=PL2xvzB7bfdBg1VEtm41B1kUXcJOYvDXCJ


土量の算出

 AutoCAD：3.5 min.

o Contour Area Method を
使用して計算

• 現況と計画とで同じ標高の
等高線で囲まれる面積から
体積を求める手法

o 日本の場合は、横断図から
平均断面法で取得

数量

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=wkYPkbWUjXw&list=PL2xvzB7bfdBg1VEtm41B1kUXcJOYvDXCJ


土量の算出

 Civil 3D：0.75 min.
（AutoCAD 比：78.6% 減）

o 土量ダッシュボード機能
で土量サーフェスを選択

o 土量を自動で計算、表示

数量

クリックして
動画を閲覧

https://www.youtube.com/watch?v=wkYPkbWUjXw&list=PL2xvzB7bfdBg1VEtm41B1kUXcJOYvDXCJ


学習リソース



学習リソース -書籍

New New

【おまけ】
Civil 3D での作業が
AutoCAD LTを使う
とどれだけ大変か、
がわかります



学習リソース - BIM Design

【トレーニングテキスト】
http://bim-design.com/infra/training/civil3d.html

【製品紹介動画】
http://bim-design.com/infra/product/civil3d/



セミナーのご案内
DynamoとGenerative DesignによるBIM/CIM作業効率化
BIM/CIM モデルを作成することで、技術者とコンピュータが同じようにデータを理解できるようになります。これまで人間
が行っていた様々な作業をコンピュータに実行させることで、作業の効率化・高品質化・高度化を達成することが

BIM/CIM の本質です。本ウェビナーではDynamoによるBIM/CIMモデルの自動作成や、
Generative Designによる新しい技術検討ワークフローをご紹介し、より効率的に
BIM/CIM作業を行うための方法をご提案します。

開催日時：2022年 1月 27日（木） 13:20-14:00

申込： https://gems.autodesk.com/CIM_20220127

日刊建設通信新聞社主催ウェブセミナー「ＢＩＭ／ＣＩＭ改革者たち」

建設通信新聞で掲載中の連載「ＢＩＭ／ＣＩＭ改革者たち」に登場した改革者を招き、
２０２３年度に原則適用を迎えるＢＩＭ／ＣＩＭに対し、建設産業界が今後どう進むべ
きか、その方向性を浮き彫りにします。

主催：株式会社日刊建設通信新聞社
後援：オートデスク株式会社、株式会社大塚商会、応用技術株式会社

開催日時：2022 年 1 月 28 日（金）13:00 - 17:00

申込： https://bim-
design.com/infra/event/kensetsunews-bimcim2022/

https://gems.autodesk.com/CIM_20220127
https://bim-design.com/infra/event/kensetsunews-bimcim2022/
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